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ア　各教科

⑨　開かれた学校づくり協議会と連携して保護者、地域の方々と学校関係者評価を行うとともに、
　保護者・生徒による授業診断を実施し、その意見を教育活動に反映させる。

③  特別支援教育委員会を中心に、学校全体で特別支援教育を推進し、支援を必要とする生徒に対
　しては個別指導計画などを通じて情報を共有し、個々の教育的ニーズをふまえた指導を行う。

④　職場体験学習等の多様な学習の機会を設定するとともに、全教育活動を通じて、生徒一人一人
　の個性・能力の伸長を図る。

⑤　わが国の文化・伝統を尊重し、国際社会に協力・貢献できる生徒の育成に努めるとともに、生
　徒の社会性や豊かな人間性をはぐくむため、奉仕活動や自然体験などの充実を図る。

⑥　指導力の向上を図ることが、生徒の学力・自助力の向上につながることをうけとめ、校内研修
　において“授業力・指導力の向上”をテーマに、教員個々の力量に磨きをかける。

⑦　９年間の学習・生活両面にわたる連続性のある効果的な指導をするために、地域の小学校との
　教員の相互交流や相互実践を推進する。

⑧　保護者・地域の人々との連携を図り、学校の教育力を向上させるため、学校公開週間や授業参
　観日を設定し、参観者の意見等を得るとともに、保護者会・学校だより･ホームページ等を通し
　て、学校情報を継続的に公開し、教育活動への理解を深める。

①　基礎的・基本的学習内容を確実に理解させ、一人一人の生徒の学力向上を図る。また、個に応
　じた指導の充実や、自ら学ぶ意欲・態度、柔軟な思考力、豊かな想像力・表現力の育成に努め
　る。学習内容の定着のために補習の充実や、繰り返し学習を中心とした家庭学習をすすめる。

②　社会性を磨き、規律ある学校生活を確立するために、道徳・特別活動の充実に努め、感動ある
　学校行事から良好な人間関係を構築する。さらに、自他の生命と人格を尊重する実践力ある生徒
　の育成を図るとともに、セーフティ教室や、薬物乱用防止教室等による安全指導を徹底する。ま
　た、｢おいしい給食推進校｣として培った食育指導を通じて、心身ともに健康な生徒を育成する。

２　青井中の教育

みずからを鍛え　みずからを伸ばす生徒
正しく判断し　責任を持つ生徒
人を大切にし　社会に尽くす生徒

（２）学校の教育目標を達成するための基本方針

昭和６２年　給食調理民間委託開始

昭和５５年　校舎増築（第３期）完了

昭和５２年　プール完成。

昭和４９年　体育館・校歌完成・校舎増築（第２期）

平成２２年　普通教室床改修

平成２１年　体育館耐震工事・校舎外装改修

平成２０年　普通教室床・校門改修

平成１９年　校舎耐震補強工事・体育館床改修

１　学校概要
昭和４８年　４月１日　足立区立第十一中学校と東島根中学校を母体に設置。
　　　　　　十一中内の仮校舎にて、入学式・始業式を挙行。

（１）教育目標

同年　７月　現在地に校舎竣工、給食開始。 平成１８年　普通教室エアコン設置

（３）指導の重点 

①　自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる能力を伸長するために、体験的な学習や基礎
　的・基本的な知識及び技能を活用した問題解決的な学習を重視した教育内容を構成する。校内研
　修などを活用し、授業観察の機会確保や授業研究を通じて、授業力の向上を図り、指導の効果を
　高める。

②　目標に準拠した評価や指導と評価の一体化を図り、生徒の学習意欲を喚起する。各教科での言
　語活動を充実させ、確かな学力育成の基礎作りを図る。朝読書においては、定期的に感想文を書
　かせるなどの表現活動も継続し、読書量や感想文に対する表彰を行い、生徒の意欲を高める。

③　生徒の学習状況や課題を踏まえた、分かる授業を推進する。「テスト計画・成績の記録」や
　「家庭学習ノート」などを活用し、さらにその内容にまで踏み込み、家庭との連携を図りながら
　自主的な学習習慣が確立できるよう計画的に指導を行う。

　

　 　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



エ　特別活動

ア、学校としての特色ある取組

イ、区の施策にかかわる取組

４ 平成２３年度　年間行事予定

校外学習(３年)　卒業式　保護者会
修了式

生徒会選挙　６年生対象体験入学
前期終業式及び後期始業式
学校公開週間(学校説明会）
道徳授業地区公開講座　保護者会
青友祭(文化祭)　連合英語発表会

連合演劇発表会　連合駅伝大会
演劇鑑賞教室・芸術鑑賞教室
あいさつ週間②　後期中間考査

教育相談期間　薬物乱用防止教室
連合席書大会　校外学習(２年)

校外学習（１年）　新入生保護者説明会
学年末考査

11月

２月

３月

入学式　保護者会　セーフティ教室
家庭訪問・面談

開校記念日　身体測定・スポーツテスト
離任式　あいさつ週間①　生徒総会
修学旅行

運動会　小中交流会　地域清掃①
学校公開週間(学校説明会)　前期中間考査
連合音楽会

職場体験(２年)　教育相談週間
普通救命救急講習会　夏季補習講座

防災訓練

あいさつ週間②　地域清掃②
セーフティ教室　前期期末考査
魚沼自然教室(１年)　連合陸上大会

12月
１月

10月４月

５月

６月

７月

９月

８月

②　日常的に補充教室や質問教室を実施し、基礎的・基本的な内容を確実に定着させる。また、
　年間を通じて継続的な学習をさせるために、家庭学習をより工夫・充実させる。

③　学区域内の町会と連携して救命講習会を実施し、生徒に資格を取得させながら、生命尊重の
　意識を高めるとともに、ボランティア活動などの社会参加を積極的に推進する。

③ 体力・運動能力、運動週間等調査を活用し 保健体育の授業改善や体力向上をめざした行事を
　計画する。また、保健委員会を通じ、健康維持と体力保持を生徒自らの調査や寸劇等を通し啓
　発する。

④　おいしい給食推進校としての経験を生かし、食育リーダーを中心に、望ましい食習慣の形成
　や食料の生産等に対する生徒の関心と理解を深めさせる。

④　地域小学校と教員相互の授業参観や児童・生徒等の学校行事への参加交流を通して、小・中
　連携を深める。

⑤　学校行事を通して、集団への所属感や連帯感を深めさせるとともに、鑑賞教室などで文化や
　芸術に親しんだりする活動を充実させる。

⑥　人権に関する作文・ポスター作成等の指導を通して、人権教育を推進する。

⑦　農作物作り・卒業にむけて“ラン”の栽培活動や、国際理解教育を通じて、心豊かな生徒の
　育成を図る。

①　夏季休業中の「中学生補習講座」を活用し、さらに土曜授業を活用して計画的に反復学習を
　行うことで、基礎的・基本的な内容の定着をはかる。

②　小学校教員と中学校教員との定期的な交流のため、中学校における小学生の体験授業や部活
　動見学や情報交換会、合同研究授業を行い、校種間の円滑な連携をめざす。

①　全体計画や年間指導計画を踏まえた学年・学級経営を充実させ、学級づくりや係活動を通し
　て、生徒の自発的な実践力をはぐくみ、他人への思いやりと協力の精神を育成する。

②　生徒会活動の充実を図り、豊かな学校生活創造のための主体的・自治的活動を推進し、自己
　実現が図られるよう支援する。

③　各行事などの体験を通して、「互いに高め合う、望ましい集団の育成」および個々の「豊か
　な心」と「健やかな体」の育成を図る。

（４）特色ある教育活動

①　地域と保護者、教員、生徒会を中心とした朝の挨拶運動を定期的に実施し、適正な言語環境
　を整えるように努める。

②　主題を「共に生きる」と設定し、「ヒト、モノ、コトとの共生」をテーマに取り組み、豊か
　な人間性や社会性を育成する。食育の全体計画と関連した農作業体験を通じて勤労の大切さを
　知り、食物や生産者への感謝の心、協調性、社会性を育成する。

③　セーフティ教室年３回実施し、被害を自ら防止しようとする意識を育てる。薬物乱用防止教
　室を取り入れ、健康で安全な生活の確保を目指す。生活習慣病予防等の健康・栄養学習・実習
　を通じて心身ともに健康な生活習慣の確立を図る。



○　国　語

○　社　会

○　数　学

○　理　科

○　音　楽

○　美　術

○　保健体育

○　技術・家庭

○　英　語

イ　道　　徳

ウ　総合的な学習の時間

①　道徳の時間を中心に、全教育活動の中で道徳性の涵養と道徳的実践力の育成を図り、豊かな
　心と規範意識の育成を推進する。

②　道徳教育推進教師が中心となり、新たに「心のノート」を生かした年間計画を作成し、学校
　内外の体験活動との連携を重視した指導法を工夫して、道徳教育の充実に努める。

①　各教科を横断的・総合的に関連させ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、問題を解決す
　る資質や能力を育成し、よりよく生きる態度や能力を養う。

④　地域の方による朝礼講話や道徳授業地区公開講座を通して、家庭や地域との連携・協力関係
　を深める。

自然の事物・現象に進んで関わるための観察・実験を充実させ、生徒が主体的に活動できるよう
指導にあたる。実験、観察の結果を分析させ、科学的に考察や話し合う活動を通じて解釈を深め
る。課題解決学習においては、生徒が目的意識をもって取り組み、課題を理解する場面を重視す
る。

音楽に対する感性を磨くとともに、楽しさを体験させ、「合わせる」ことを中心に基本的な能力
を伸ばし、「聴くこと」「歌うこと」「奏でること」「創ること」の基礎を充実させる。

表現及び鑑賞の幅広い活動を通じ、「見る力・感じる力・深い思考・緻密な技能」を養い、鑑賞
や高度な技法を知ることで審美眼を発達させ、美術文化についての理解を深め、豊かな情操を養
う。

④　“学びのすすめ”（シラバス）を各教科作成し、授業内容の明確化を図り、計画的に進め、
　学力の定着を図る。さらに授業での実現状況を定期的に評価し、よりよい改善を図る。

⑤　国際社会で活躍できる人間の育成をめざし、全ての教科・領域指導の中でわが国の自然・文
　化・伝統、及び世界の人々の生活や固有の文化・伝統などを理解させる。

⑥　数学・英語において少人数授業を全学年で実施し、少人数指導の良さを最大限に引き上げる
　ために、副担任講師も活用しながら、個別指導や繰り返し指導を充実させる。

③　地域清掃や保育実習、職業体験等の体験的実践の中で、社会の一員としての意識を高めると
　ともに、公共の福祉と社会生活に貢献しようとする態度をはぐくむ。

⑦　選択教科は、体験を重視したコースを設定し、生徒一人一人の個性を重視し、その伸長を図
　る。

⑧　補習・図書館ボランティアなどを活用し、学力定着の働きかけを行う。

基礎学力の定着を図る。目的や場面に応じて、話したり聞いたりする力や、内容を正確に理解す
る力を身につけさせるとともに国語に対する興味・関心を高める。また、伝える力や、思考力や
想像力を養い、言語感覚を豊かにする指導を充実させる。

基礎・基本となる知識の定着を図るとともに、思考力を高め、発表学習や意見交換といった言語
活動を活用し、平和で民主的な社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

少人数授業を展開することにより個別指導を充実させ、数学的活動の楽しさを経験することを通
して、努力することの大切さを学びとらせるよう指導する。

体力・運動能力、運動週間等調査を活用し、積極的に運動に親しませ、健康の保持増進のための
実践と体力の向上を目指す。生涯にわたりスポーツに取り組めるよう、様々な領域の指導を充実
させる。

生活に必要な基礎的な知識や技術を、実践的・体験的な学習活動を通じて身につけさせる。ま
た、実習等の結果を整理したり、生活における課題を解決するために、言葉を用いて考えたりす
る学習の充実を図る。

英語を自学自習できるようにするために予習・復習のやり方を丁寧に指導するとともに、外国人
講師・副担任講師とのＴＴを活用し、聞くことや音読を有効に取り入れ、言語能力・コミュニ
ケーション能力の基礎を養う。



 ５ 教職員構成

指導計画(生徒会・委員会）

生徒会本部・中央委員会指導、生徒会誌編集

６　校務分掌

校
　
長

副
校
長

主
　
幹

運
営
委
員
会

変更・調整・補教

定期考査監督表作成

授業時数管理

指導要録・卒業生台帳等管理

転出入事務、教科書事務、副教材事務

全体計画・指導計画

資料収集・保管

年間計画・推進(研究推進委員長）

資料収集・保管

区研究会誌原稿

図書室経営計画、蔵書管理(購入・廃棄・システム）

読書指導計画(朝読書）

支援員・ボランティア連携

委員会指導(図書)

視聴覚機器の活用・管理、校内放送、チャイム管理

分

掌

部

会

学

年

会

教

科

部

会

特

別

委

員

会

教育計画

時間割

教育課程編制

行事計画(年間・月間）

儀式的行事計画（入学式・卒業式・始終業式・修了式・離任式）

学校行事計画(公開・保護者会・説明会）

学校評価(各指導計画保管・管理、評価計画、集約)

時間割作成

庶務

学　習

進　路

学籍

指導計画(青井タイム・学習コンテスト・補習・補充教室）

職
員
会
議

開
か
れ
た
学
校

　
づ
く
り
協
議
会

教
務

研
修

教
務
部

進
路
・
学
習

生徒写真・身分証明証・カバー・バッチ（発注・管理）

生
活
指
導

関係諸機関連携、他校との情報交換

ＰＴＡ校外指導委員会との連携

教務事務

小学校抄本管理

出席統計(日計表）管理

道　徳

人権教育

総合学習 全体計画・指導計画・国際理解教育推進

職員会議記録・資料管理、定期考査問題保管・管理

学校要覧・学校案内・入学のしおり作成

週番・日直等輪番割り振り

指導計画・推進

資料収集・保管

全体計画、指導計画、地区公開講座(道徳教育推進リーダー）

資料収集・保管・研修推進

教室・下駄箱等配置、教室備品管理(イス・机・ロッカー等）

委員会指導(保健)

施設設備

安全指導

保健指導

給食指導

生徒会

部活動

教育相談

美　化

給食指導の計画・推進、栄養・食育指導

給食備品・用具の管理・配当

生徒会行事(ボランティア活動）計画・推進

実施計画(規約）、顧問会・部長会運営

説明会・新入生入部計画

生徒輸送費・大会参加費事務処理

不登校対策推進、関係諸機関との連携（ＦＴ委員長）

特別支援教育推進、関係諸機関との連携(ＳＣ委員長)

空調機管理・運用指導

安全点検

安全指導・避難訓練の計画・推進、地域班名簿作成

セーフティ教室の計画・推進

調査・統計、学校医・外部諸機関との連携

学校保健委員会運営

保健指導計画(定期検診）、健康指導、保健室経営、スポーツ振興センター事務

視聴覚・放送

図　書

清掃指導計画、分担割当

清掃用具管理・配当、リサイクルＢＯＸ管理・運用

掲示物管理

委員会指導(整美)

委員会指導(放送)

アンケート、教育相談計画・推進

相談室の整備・管理、ＳＣとの連携

指導計画・基本方針(生徒心得）立案・推進

学年間情報集約、指導調整

長期休業中の生活（しおり）作成

朝礼指導(整列・講話）

貸出用スリッパ・ネクタイ・落とし物管理

委員会指導(生活)

校内指導

校外指導

献立・発注・会計、業者との連携、衛生管理

委員会指導(給食)

健
康
安
全

予　算

経　理

庶　務

事
務
部

予算計画・執行、備品・消耗品管理、施設管理・修繕

給与・旅費、就学援助事務、学校納入金事務

文書・郵券管理、証明書発行事務、福利厚生事務

諸帳簿管理(出席簿・学級日誌・通知表・週案・生徒名簿・職員名簿

Ｐ Ｔ Ａ

運営委員会

学年委員会

成人教育委員会

広報調査委員会

校外指導委員会

各学年主任

校長・副校長・主幹

生
活
指
導
部

特別委員会

●体育行事委員会
　
●文化行事委員会
　
●特別支援教育(SC)委員会

●不登校対策(FT)委員会

●授業・道徳研究推進委員会

　
●国際理解教育推進委員会
　
●情報(ICT)委員会
　
●食育推進委員会
　
●周年行事準備委員会
　

●セクハラ担当

民
間
委
託

学校用務

学校管理

給食調理

清掃、修繕、来客対応、その他用務全般　　　　　　　　

学校管理(警備)　　　　　　　　　　　　　　　

給食調理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

校 
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２年

７ 生徒数・学級数(５月１日現在) ８ 部活動一覧

鉄

道

研

究

調

理

科

学

パ

ソ

コ

ン

演

劇

美

術

吹

奏

楽

サ

ッ

カ

ー

野

球

バ
ド
ミ
ン

ト

ン

ソ
フ
ト
テ

ニ

ス

文化部運動部

学 級 数 ３

合 計

女 子

男 子

学 年

３

81

44

37

１年

８

115

123

計

２

59

22

37

３年

238
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